CCDO協同事業委員会
2021年1月26日（火）18:30〜20:00　（Zoom会議）
出席者: 9名
委員：　岩佐(委員長)／渡辺（副委員長）／佐伯／佐藤／藤森／和田
オブザーバー：　安藤会長／鯉江（広報委員長）／黒田（副事務局長／議事録作成）

デザインシリーズセミナー　
○趣意書・事業計画書の最終校正
（岩佐委員長）
　新型コロナ・ウイルスに関する緊急事態宣言下の状況で、後援依頼先にお伺いし直接お会いして依頼することが難し
い。安藤会長名の挨拶文を付けて、お送りする形になると思う。
　文章、表現方法について協議し校正。
　＊「デザイン手法とその成功事例などの講演」→「デザイン成功事例などの講演」
＊文章の最後の下記の行は削除（前半でオンラインセミナーを開催することは記載しているため重複する）
（・・・また、新型・変異種コロナウイルス渦中でも開催可能なリモートによるオンラインセミナーとして開催しま
す。）
＊日付は2月吉日とする。
　＊会長の挨拶文は安藤会長と相談してまた案を皆さんに送る。

○プレイベントに関して
（岩佐委員長）
　1月28日（木）のCCDO新年会（SpatialChat形式）でプレイベントの呼びかけをしたい。
　
(渡辺副委員長／佐伯)
　3月8日（月）CCDO会員向けプレセミナーの案内文（説明：佐伯）
　表現について協議。
◎本文２行目「一般向けデザインセミナー」という表現は誤解を招くのではないか？「企業向け」とか単なる「デザインセミナー」の方がよいのではないか？
　＊「一般向け」は参加者を限定せず誰でも参加できるという内容のことが多い。
　＊プロフェッショナルなイメージのニュアンスが出た方がよい。「ビジネスマン向け」「事業者向け」など。
　＊CCDO会員向けプレセミナーの呼びかけなので、会員向けと区別する意味での「一般向け」（外部向け）ならこの
表現でもおかしくないのでは？
　＊「一般向け」の言葉は誤解を与えるので削除
　→ （修正案）・・毎年4回シリーズのデザインセミナーを開催しております。

◎プレセミナーの目的〜 本番のセミナーの課題事項を洗い出す目的があることを説明する一文がほしい。
　皆さんに協力してほしいという背景を理解してもらった方がよい。
　＊本番でスムーズなオンラインセミナー運営をおこなうため、課題を見つける目的のプレセミナーであること。
　　ただしCCDO会員に参加してもらう以上、皆さんが興味を持てるテーマ設定をしていることを伝えた方がよい。
　＊上記を踏まえて案内文について再度検討。

◎1月28日（木）のCCDO新年会ではプレセミナーを開催することをアナウンスして、案内は改めてメールで送る。

◎案内には参加申し込み方法など、協力のお願いをした後の具体的な内容が示されていない。
　＊参加者をどう取りまとめるのか？各団体○名参加という協力依頼をするのか？
　＊テストに必要な参加人数を集めたいので、各団体の協同事業委員＋２〜３名はほしい。

　（例）参加者　各グループ５名×５グループ＝２５名
　　　　各グループのファシリテーター１名＋書記１名×５グループ＝１０名
（協同事業委員会の委員及びアドバイザーが担当）
　＊各団体にいつ頃までに参加者を取りまとめてもらうかのアナウンスも必要。
　　参加決定者にZOOM招待を送る。
　＊各団体に協力してもらうための文案を考える。（渡辺＋佐伯）
　＊CCDO理事会は2月中に開催予定、その際も協力要請する。

○銀行口座開設について
  （岩佐委員長）
三菱UFJ銀行本店・名古屋営業部で口座開設について相談。銀行側からよい案をいただいた。
すでにあるCCDOの口座（安藤会長名）に付随する口座を起こすことができる。（同一の団体名・代表者名）
岩佐委員長名で新たに口座を開設しなくても済む。
委員会委員長が交替しても会長が替わらなければ委員会口座を変更する必要もない。
手続きに必要な書類：会長の身分証明（運転免許証など）の写し、来店者の本人確認、既設口座の通帳またはカード
→ 森本事務局長に手続きの依頼

○メッセナゴヤで名刺交換した人へのインフメーション
　（和田）
　メッセナゴヤで名刺交換した方々への各種案内の方法〜メーリングリストを作成し一斉に送る方法など、
　鯉江広報委員長の協力をお願いしたい。
＊メッセナゴヤで名刺交換した方々は会社名・担当者名がわかっているので、メーリングリストでなく個別にお送り
する方が失礼がないと思う。

○その他
＊会議に出席していない委員にも3/8のプレセミナー及び本番セミナーへの参加要請を行う。
　分科会の役割分担の確認。
＊協同事業委員の須賀さん（DSA）が3月に転勤（大坂）されるので参加ができない。
→ 黒田が代理（ファシリテーターまたは書記）

●次回　協同事業委員会
2021年2月10日（水）18:30〜　Zoom会議
議題：プレセミナーの進め方
　　　　タイムテーブル案など
　　　
